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お
茶
の
間
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

本
　
多
　
ま
り
え

一　

は
じ
め
に

　

文
学
批
評
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め

ぐ
る
問
題
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
動
き
は
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
批
評
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ
ス
ク
リ

ン
と
マ
ー
ク
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
ア
ー
に
よ
る
と
、「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ラ

テ
ン
語
のa

d
a

pta
re

即
ち
「
適
合
さ
せ
る
」「
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
」

に
由
来
）
と
い
う
概
念
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
、
あ
る
特
定
の
歴
史
的

瞬
間
或
い
は
社
会
的
要
求
に
適
合
さ
せ
る
方
法
を
示
唆
す
る
」（17
）。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
は
、
十
七
世
紀
後
半
の
王
政
復
古
期
か
ら
、

原
作
に
沿
っ
た
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
よ
り
も
、
台
詞
や
内
容
を
大
幅
に
変
更

し
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
多
く
現
れ
始
め
た
。
王
政
復
古
期
に
は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
英
語
は
野
蛮
と
み
な
さ
れ
た
た
め
、「
古
い
」
英
語

を
近
代
化
し
、「
新
し
い
時
代
へ
の
文
化
的
必
要
性
」
か
ら
、
内
容
を
洗

練
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（C

lark
 xlii

）。
要
す
る
に
、
フ

ィ
ス
ク
リ
ン
と
フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
ー
の
言
う
「
あ
る
特
定
の
歴
史
的
瞬
間
或

い
は
社
会
的
要
求
に
適
合
さ
せ
る
」
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
作
品
の
代
表
例
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
デ
ン
と
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ダ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
の
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』（
一
六
六
七
）
や
ネ
イ
ハ
ム
・

テ
イ
ト
の
『
リ
ア
王
』（
一
六
八
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
で
は
原
作
に

は
登
場
し
な
い
ド
リ
ン
ダ
（
ミ
ラ
ン
ダ
の
妹
）
と
、
女
性
を
見
た
こ
と
が

な
い
男
性
ヒ
ッ
ポ
リ
ト
が
登
場
し
、
全
体
的
に
原
作
よ
り
も
性
的
嗜
好
の

高
い
劇
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
で
は
筋
書
き
が
大
胆
に
書
き
換
え
ら
れ
、

リ
ア
王
と
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
が
死
な
ず
、
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
は
エ
ド
ガ
ー
と
結

婚
す
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
話
と
な
り
、
一
八
三
八
年

に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ク
レ
デ
ィ
ー
主
演
・
演
出
の
『
リ
ア
王
』
が
原
作
に

	

―
没
後
四
〇
〇
年
記
念
ド
ラ
マ『
夏
の
夜
の
夢
』（
二
〇
一六
）
と
大
衆
文
化

特
集
●
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュア
リ
テ
ィ
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回
帰
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
一
五
〇
年
も
の
間
上
演
さ
れ
続
け
ら
れ
た
。
こ

の
間
に
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ャ
リ
ッ
ク
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
多
く

の
作
品
を
書
き
直
し
て
主
演
及
び
演
出
を
し
、
そ
れ
ら
は
大
変
な
人
気
を

博
し
た
。
ま
た
、
ギ
ャ
リ
ッ
ク
は
、
一
七
六
九
年
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
生
誕
二
〇
〇
年
を
祝
う
た
め
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
」
と

い
う
祝
典
を
催
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
国
民
的
詩
人
と
し
て
普
及
さ
せ

る
の
に
貢
献
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
反
発
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ポ
ー
ル
は
、
一

八
九
四
年
に
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
舞
台
協
会
」
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時

代
の
上
演
の
再
現
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
原

作
に
忠
実
な
上
演
は
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
映
画
や
漫
画
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
と
共
に
増
加
す
る
一
方
で
あ

る
。
特
に
、
映
画
に
関
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ケ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ナ
ー

監
督
を
中
心
に
、
続
々
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
映
画
が
制
作
さ
れ
た
が
、

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
て
銃
を
持
つ
ロ
ミ
オ
が
物
議
を
醸
し
た
バ
ズ
・
ラ

ー
マ
ン
監
督
の
『
ロ
ミ
オ
＋
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（
一
九
九
六
）
以
降
は
、
舞

台
を
現
代
に
設
定
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
映
画
が
数
多
く
撮
ら
れ
て
き
た
1
。

特
に
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
、
若
い
観
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
テ
ィ
ー
ン

の
ア
イ
ド
ル
を
起
用
し
た
高
校
を
舞
台
と
す
る
作
品
が
多
く
作
ら
れ
た
2
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
映
画
は
近
年
も
作
ら
れ
続
け
、『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

と
僕
の
夢
（W

ere th
e W

o
rld

 M
in

e

）』（
二
〇
〇
八
）、『
テ
ン
ペ
ス
ト
』

（
二
〇
一
一
）、『
英
雄
の
証
明
』（
二
〇
一
一
）、『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ロ
ミ

オ
（P
rivate R

o
m

eo

）』（
日
本
未
公
開
、
二
〇
一
一
）、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』

（
二
〇
一
四
）、『
マ
ク
ベ
ス
』（
二
〇
一
五
）
な
ど
、
数
多
く
あ
る
。『
マ
ク

ベ
ス
』
は
原
作
に
比
較
的
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
、『
英
雄
の
証
明
』（『
コ

リ
オ
レ
ー
ナ
ス
』
の
翻
案
）
や
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』（『
シ
ン
ベ
リ
ン
』
の
翻
案
）

は
舞
台
を
現
代
に
設
定
し
て
い
る
。
舞
台
の
現
代
化
は
、
従
来
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
映
画
で
も
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
で
は
、
魔
法
使
い
の
主
人
公
「
プ

ロ
ス
ペ
ロ
ー
」
が
「
プ
ロ
ス
ぺ
ラ
」
と
い
う
女
性
に
変
え
ら
れ
、
ミ
ラ
ン

ダ
の
母
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞
台
上
演
で
、

女
優
が
男
性
の
役
を
演
じ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
性
別

と
名
前
を
変
え
る
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。
ま
た
、『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

と
僕
の
夢
』（『
夏
の
夜
の
夢
』
の
翻
案
）
と
『
プ
ラ
イ
べ
ー
ト
・
ロ
ミ
オ
』

（『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
翻
案
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
子
高
校
と
陸

軍
士
官
学
校
を
舞
台
に
し
、
男
子
学
生
が
『
夏
の
夜
の
夢
』
や
『
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
を
演
じ
る
と
い
う
話
だ
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
両
作

品
共
に
男
性
同
士
の
同
性
愛
が
描
か
れ
る
3
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
、

舞
台
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
た
め
、
少
年
が
女
性
役
を
演
じ
て
い
た
。
ま

た
、『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
で
、
中
年
男
性
の
「
私（
I
）」
が
前
半
で
は
青
年
に

宛
て
て
、
後
半
で
は
ダ
ー
ク
・
レ
デ
ィ
に
宛
て
て
、
恋
愛
詩
を
書
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
私
」
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
指
し
、
彼
は
バ

イ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
を
考
え
る
と
男
性
同
士
の
同
性
愛
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
こ
と
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に
不
思
議
は
な
い
。

こ
う
し
た
傾
向
の
中
、
二
〇
一
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
没
後
四
〇
〇
年
を
記
念
し
、『
夏
の
夜
の
夢
』
の
ド
ラ

マ
を
制
作
し
た
が
、
こ
の
ド
ラ
マ
に
は
、
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
、
最
近
の
視
聴
者
に
受
け
そ
う
な
要
素
が
多
く
込
め
ら

れ
て
い
る
4
。『
夏
の
夜
の
夢
』
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
り
本
作
を
含
め
こ
れ
ま

で
三
回
制
作
さ
れ
た
。
一
作
目
は
、
一
九
八
一
年
に
制
作
さ
れ
た
イ
ラ

イ
ジ
ャ
・
モ
シ
ン
ス
キ
ー
監
督
の
作
品
で
、
原
作
に
忠
実
で
あ
り
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
朝
の
衣
装
や
セ
ッ
ト
を
用
い
た
格
調
高
い
演
出
と
な
っ
て
い

る
。
二
作
目
は
、
二
〇
〇
八
年
に
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
リ
ト
ー
ル
ド

（Sh
ak

esp
eare R

eto
ld

）」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
一
作
品
と
し
て
、
エ

ド
・
フ
レ
イ
マ
ン
監
督
に
よ
り
作
ら
れ
、
現
代
の
衣
装
を
着
て
現
代
の
話

し
方
を
す
る
平
凡
な
人
々
が
「
ド
リ
ー
ム
・
パ
ー
ク
」
と
い
う
行
楽
地
で
、

平
凡
な
人
間
の
姿
を
し
た
妖
精
に
よ
り
、
魔
法
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
話

で
あ
る
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
要
素
は
な
い
。
三
作
目
は
、
原
作
の
筋
や

台
詞
を
所
々
大
幅
に
変
え
、
特
殊
効
果
を
駆
使
し
、
最
近
の
視
聴
者
の
嗜

好
を
反
映
し
て
い
る
。

批
評
に
お
い
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、
映
画
と
比

べ
、
看
過
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
作
目
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス

テ
ィ
ー
ル
・
ブ
ロ
コ
ー
に
よ
る
『
夏
の
夜
の
夢
』
の
劇
評
或
い
は
、
最
新

版
の
『
夏
の
夜
の
夢
』
の
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
編
者
の
ス
カ
ン
タ
・
チ
ョ

ー
ズ
リ
や
グ
レ
ー
ス
・
イ
オ
ッ
ポ
ロ
に
よ
っ
て
、
数
行
で
内
容
を
紹
介
さ

れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ま
で
き
ち
ん
と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
（B

ro
k
aw

 

149; C
h
au

d
h
u
ri 39; Io

p
p
o
lo

 xxi-xxii

）。
ブ
ロ
コ
ー
に
よ
る
と
、

三
作
目
は
一
般
的
に
は
評
価
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
（149

）。
こ
れ
に
対
し
、

後
述
す
る
通
り
、
チ
ョ
ー
ズ
リ
の
評
価
は
低
く
、
本
作
品
は
、
学
者
の
間

で
は
駄
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
受
容
を

考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
二
〇
一
六
年
に
制
作
し
た
『
夏
の
夜
の
夢
』
に

着
目
し
、
本
作
品
と
大
衆
文
化
と
の
影
響
関
係
を
検
証
し
、
現
在
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
が
大
衆
文
化
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察

す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
二
〇
一
六
年
版
『
夏
の
夜
の
夢
』
に
お
け

る
原
作
か
ら
の
主
な
変
更
点
を
論
じ
、
本
作
品
の
特
徴
を
明
示
す
る
。
次

に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
批
評
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や
本

作
品
と
近
年
の
映
画
作
品
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
受
容
史
を
概
観
し
、
近
年
の
映
画
や
ド
ラ
マ
を
通
し
て

見
ら
れ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
大
衆
化
と
い
う
傾
向
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一	　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
制
作
『
夏
の
夜
の
夢
』（
二
〇
一
六
）
に
お
け
る	

	　
　

原
作
か
ら
の
変
更
点

本
作
品
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
ー
監
督
の
下
、
ラ
ッ
セ
ル
・
Ｔ
・
デ

ィ
ヴ
ィ
ス
が
脚
本
を
、
ニ
ッ
キ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
制
作
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
Ｆ

Ｘ
が
特
殊
効
果
を
、
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
が
音
楽
を
、
レ
イ
・
ホ
ー
ル
マ

ン
が
衣
装
を
担
当
し
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
カ
ー
以
外
を
除
い
た
上

記
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
。
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『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
途
中
休
止
期
間
が
あ

る
も
の
の
、
現
在
ま
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
放
映
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｆ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

キ
ャ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ナ
、
マ
キ
シ
ン
・
ピ
ー
ク
、
ノ
ン

ソ
ー
・
ア
ノ
ー
ジ
ー
、
マ
ッ
ト
・
ル
ー
カ
ス
な
ど
、
テ
レ
ビ
界
で
人
気
の

あ
る
俳
優
に
、
エ
レ
ノ
ア
・
マ
ツ
ウ
ラ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、

コ
リ
ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
と
い
っ
た
『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
の
出
演
者

が
加
わ
っ
た
。

こ
の
『
夏
の
夜
の
夢
』
は
、
特
殊
メ
イ
ク
を
施
し
た
妖
精
た
ち
が
魔
術

で
引
き
起
こ
す
雷
鳴
や
光
線
、
パ
ッ
ク
の
変
身
、
オ
ー
ベ
ロ
ン
と
タ
イ
テ

ー
ニ
ア
の
魔
術
対
決
な
ど
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
Ｆ
Ｘ
の
特
殊
効
果
を
駆
使
す
る

こ
と
で
、
全
体
的
に
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
色
の
強
い
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
批
評
家
の
間
で
話
題
に
上
が
っ
た
、
原
作
に
は
な
い
タ
ィ

テ
ー
ニ
ア
と
ヒ
ポ
リ
タ
の
ラ
ス
ト
の
キ
ス
シ
ー
ン
に
は
、
脚
本
家
デ
ィ
ヴ

ィ
ス
自
身
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
や
最
近
の
世
相
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
品
に
は
こ
の
よ
う
な
変
更
点
が
多
々
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
主
な
二
つ
の
変
更
点
―
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
人
物
像
の
変
化
と

死
・
三
組
の
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
―
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
変
更
点
に
つ
い
て
見
て
行
く
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は

『
夏
の
夜
の
夢
』
原
作
で
は
、
寛
大
な
ア
テ
ネ
の
公
爵
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
、
婚
約
者
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
の
女
王
ヒ
ポ
リ
タ

を
深
く
愛
し
、
親
に
反
対
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ミ
ア
と
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
の
結

婚
の
手
助
け
を
し
、
職
人
が
演
じ
る
下
手
な
芝
居
を
労
う
な
ど
、
好
意
的

人
物
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
で
は
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
ア
ド
ル

フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
冷
徹
な
独
裁
者
と
し
て
描
か
れ

る
。
こ
の
作
品
の
冒
頭
場
面
は
原
作
に
は
な
く
、「
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
」
と

繰
り
返
す
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
背
後
に
、
赤
く
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
た
画
面
の
中
央
に
白
い
文
字
で
大
き
く
、“A

 M
id

su
m

m
er N

igh
t’s 

D
ream

”

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
映
し
出
さ
れ
た
後
、「
ア
テ
ネ
の
若
者
た

ち
が
歓
喜
」、「
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
公
が
、
ア
マ
ゾ
ン
を
征
服
」
と
い
う
テ
ロ

ッ
プ
が
流
れ
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
両
手
を
挙
げ

て
人
々
の
声
援
に
応
え
る
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
ア
テ
ネ
を
意

味
す
る
「
Ａ
」
の
入
っ
た
赤
い
垂
れ
幕
や
旗
は
、
宮
殿
か
ら
町
の
通
り
に

至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
配
色
や
形
（
Ａ
と
い
う

字
の
横
棒
は
Ｚ
を
横
に
し
た
よ
う
な
形
）
は
ナ
チ
ス
の
鍵
十
字
を
想
起
さ

せ
る
。

第
一
幕
第
一
場
の
始
め
で
は
、
赤
い
軍
服
に
身
を
包
ん
だ
シ
ー
シ
ュ
ー

ス
が
、『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
ス
ト
ー
ム
ト
ル
ー
パ
ー
の
よ
う
な
ヘ

ル
メ
ッ
ト
で
顔
を
覆
い
、「
Ａ
」
が
つ
い
た
腕
章
を
つ
け
、
武
装
し
た
側

近
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ヒ
ポ
リ
タ
は
、
凶
暴
な
捕
虜
と
し
て
描
か
れ
、

『
羊
た
ち
の
沈
黙
』
の
レ
ク
タ
ー
博
士
の
よ
う
な
口
輪
を
は
め
ら
れ
、
手

足
を
縛
ら
れ
、
車
椅
子
に
載
せ
ら
れ
て
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
元
に
連
れ
て
来

ら
れ
る
と
、
口
輪
を
外
さ
れ
る
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
、
結
婚
式
ま
で
の
四

日
間
が
待
ち
遠
し
い
と
言
う
と
、
宮
廷
祝
宴
局
長
の
フ
ィ
ロ
ス
ト
レ
ー
ト

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
に
あ
る
台
詞
を
ヒ
ポ
リ
タ
に
見
せ
、
ヒ
ポ
リ
タ
は
、

四
日
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ
る
と
い
う
内
容
の
台
詞
を
棒
読
み
す
る
。
こ
の
こ
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と
か
ら
ヒ
ポ
リ
タ
に
は
言
論
の
自
由
が
許
さ
れ
ず
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
に
完

全
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
テ
ィ
ム
・
ド
ー
リ
ン
グ
は

シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
独
裁
者
と
し
て
の
姿
や
ヒ
ポ
リ
タ
の
や
り
取
り
に
関
し
、

「『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
的
」
と
指
摘
す
る
が
、『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
以
外

に
も
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
や
『
羊
た
ち
の
沈
黙
』
な
ど
様
々
な
作
品
か

ら
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（D

o
w

lin
g

）。

第
一
幕
第
二
場
の
ピ
ー
タ
ー
・
ク
イ
ン
ス
が
職
人
た
ち
に
劇
中
劇
の
役

を
割
り
当
て
る
場
面
は
、『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
映
画
に
出

て
く
る
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
横
丁
の
パ
ブ
で
行
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
店
内
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の
白
黒
の
画
面

に
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
演
説
す
る
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
ボ
ト
ム
を
始

め
と
す
る
パ
ブ
の
客
た
ち
が
画
面
に
向
か
っ
て
紙
く
ず
を
投
げ
、「
嘘
つ

き
」
な
ど
文
句
を
言
う
。
こ
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
画
面
で
演
説
す
る
シ
ー
シ

ュ
ー
ス
の
姿
は
、
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
と
し
て
所
々
で
映
さ
れ
、
彼
が
独

裁
官
で
あ
る
こ
と
が
視
聴
者
に
印
象
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
画
面

は
、
冒
頭
で
は
カ
ラ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
代
設
定
を
特
定
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
民
衆
に
嫌
わ
れ
て
い
る
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
、
第
五
幕
第
一

場
の
職
人
た
ち
に
よ
る
劇
中
劇
の
場
面
で
、
毒
入
り
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
死

ぬ
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
職
人
た
ち
が
演
じ
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
た
ち
貴
族
が
野

次
を
飛
ば
す
こ
の
劇
中
劇
の
場
面
は
、『
夏
の
夜
の
夢
』
の
舞
台
で
は
し

ば
し
ば
抱
腹
絶
倒
の
場
面
と
な
る
が
、
こ
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
版
で
は
、
シ
ー
シ
ュ

ー
ス
の
態
度
は
常
に
冷
や
や
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ポ
リ
タ
が
、
劇
が

始
ま
る
前
に
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
に
対
し
口
答
え
を
す
る
と
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス

の
表
情
が
曇
り
、
場
が
静
ま
り
緊
張
が
走
り
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
家
臣
が

ヒ
ポ
リ
タ
に
銃
を
構
え
る
。
同
様
に
、
劇
中
劇
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ピ
ラ

マ
ス
演
じ
る
ボ
ト
ム
が
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
発
言
を
否
定
す
る
際
に
も
、
場

が
静
ま
り
返
り
、
ク
イ
ン
ス
が
ボ
ト
ム
に
舞
台
か
ら
下
が
る
よ
う
慌
て
て

指
示
す
る
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
こ
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
が
、
劇
中
劇
の
登
場
人
物
ピ
ラ
マ
ス
が
自
害
し
よ
う
と
す
る
際

に
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
苦
し
み
始
め
、
シ
ス
ビ
ー
が
自
害
す
る
の
と
同
時

に
死
ぬ
。
ヒ
ポ
リ
タ
を
始
め
と
す
る
劇
中
劇
の
観
客
た
ち
は
、
シ
ス
ビ
ー

が
死
ぬ
と
、
満
面
の
笑
み
で
役
者
た
ち
に
向
け
て
拍
手
喝
采
を
す
る
が
、

あ
た
か
も
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
死
を
喜
ぶ
か
の
よ
う
で
あ
る
。

原
作
で
は
劇
中
劇
が
終
わ
る
と
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
皆
に
、
夜
が
更
け

た
の
で
床
に
就
こ
う
と
言
っ
て
、
人
間
た
ち
は
皆
舞
台
か
ら
退
場
す
る
。

そ
の
後
、
妖
精
た
ち
の
台
詞
が
続
き
、
パ
ッ
ク
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
幕
が
降

り
る
。
し
か
し
、
こ
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
版
で
は
、
劇
中
劇
が
終
わ
る
と
、
宮
殿
の

ホ
ー
ル
で
陽
気
な
音
楽
の
中
、
人
間
全
員
が
踊
り
始
め
、
妖
精
た
ち
は
シ

ー
シ
ュ
ー
ス
の
武
装
し
た
家
臣
た
ち
の
銃
を
奪
っ
た
り
、
赤
い
垂
れ
幕
を

外
し
て
帯
状
に
引
き
裂
き
、
そ
れ
を
リ
ボ
ン
の
よ
う
に
振
り
回
し
な
が
ら

踊
る
が
、
人
間
に
は
姿
が
見
え
な
い
。

シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
ワ
イ
ン
に
毒
を
入
れ
た
人
物
は
、
お
そ
ら
く
ヒ
ポ
リ

タ
と
フ
ィ
ロ
ス
ト
レ
ー
ト
で
あ
る
。
劇
中
劇
の
最
中
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が

ワ
イ
ン
を
飲
む
姿
を
見
て
、
二
人
が
一
瞬
目
配
せ
を
す
る
場
面
が
あ
る
か

ら
だ
。
ま
た
、
フ
ィ
ロ
ス
ト
レ
ー
ト
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
、
シ
ー
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シ
ュ
ー
ス
が
廊
下
で
倒
れ
る
姿
を
見
る
際
に
、
驚
く
様
子
は
な
く
、
予
期

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ヒ
ポ
リ
タ
と
フ
ィ
ロ
ス
ト
レ
ー
ト
は
、
冒
頭
の

場
面
と
こ
の
劇
中
劇
の
場
面
し
か
登
場
せ
ず
、
二
人
が
や
り
取
り
を
す
る

場
面
も
な
い
が
、
作
品
中
で
描
か
れ
る
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
圧
政
に
嫌
気
が

さ
し
、
彼
を
毒
殺
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
本
作
品
に
お
い
て
は
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
独
裁
者
と
い
う

悪
者
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
毒
殺
さ
れ
て
死
ぬ
と
い
う
大
幅
な
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
は
、
原
作
で
は
ア
テ
ネ
を
統
治
す
る
公
爵

で
あ
り
、
劇
中
で
一
番
権
力
を
持
ち
、
ヒ
ポ
リ
タ
を
武
力
で
手
に
入
れ
た

人
物
で
あ
る
が
、
作
品
を
現
代
風
を
書
き
直
す
際
に
、
そ
の
よ
う
な
人
物

を
描
く
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
リ

ト
ー
ル
ド
」
の
『
夏
の
夜
の
夢
』
に
お
い
て
は
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
や
ヒ
ポ

リ
タ
は
登
場
し
な
い
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
お
そ
ら
く
苦
肉
の
策
と
し
て
、
シ

ー
シ
ュ
ー
ス
を
民
衆
か
ら
嫌
わ
れ
る
独
裁
者
と
し
、
ヒ
ポ
リ
タ
を
シ
ー
シ

ュ
ー
ス
に
制
圧
さ
れ
る
犠
牲
者
と
し
て
同
情
的
に
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
つ
目
の
変
更
点
は
、
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
で
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

『
夏
の
夜
の
夢
』に
は
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
を
描
い
た
場
面
が
三
度
登
場
す
る
。

一
度
目
は
森
の
場
面
で
、
一
瞬
で
は
あ
る
が
、
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
が
ラ

イ
サ
ン
ダ
ー
に
恋
を
す
る
。
パ
ッ
ク
が
、
眠
っ
て
い
る
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア

ス
に
惚
れ
薬
を
塗
り
、
目
覚
め
た
時
に
目
の
前
に
い
る
ヘ
レ
ナ
に
恋
す
る

よ
う
に
仕
向
け
よ
う
と
す
る
が
、
ヘ
レ
ナ
が
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
と
共
に
、
眠

っ
て
い
る
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
の
元
へ
や
っ
て
来
た
た
め
、
目
覚
め
た
デ

ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
は
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
の
方
を
先
に
見
て
し
ま
い
、
ラ
イ
サ

ン
ダ
ー
に
恋
を
し
、
シ
ャ
ツ
を
脱
が
せ
る
な
ど
迫
る
が
、
パ
ッ
ク
が
す
ぐ

に
惚
れ
薬
を
塗
り
替
え
る
と
、
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
は
今
度
は
ヘ
レ
ナ
に
恋
を

す
る
。
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
が
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
に
迫
る
場
は
原
作
に
は
な

く
、
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
。

二
度
目
は
最
終
場
で
あ
り
、
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
と
ヒ
ポ
リ
タ
が
キ
ス
を
す

る
場
面
で
あ
る
。
職
人
た
ち
の
劇
中
劇
が
終
わ
り
、
職
人
た
ち
、
劇
中
劇

の
観
客
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
家
臣
た
ち
全
員
が
躍
る
中
、
オ
ー
ベ
ロ
ン
が

妖
精
た
ち
に
夜
明
け
ま
で
踊
る
よ
う
命
じ
る
と
、
突
然
、
宮
殿
の
ホ
ー
ル

扉
か
ら
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
が
登
場
し
、
ヒ
ポ
リ
タ
に
接
近
す
る
。
そ
し
て
、

ヒ
ポ
リ
タ
の
縛
ら
れ
て
い
た
手
足
を
魔
法
の
力
で
解
き
放
ち
、
自
分
と
ヒ

ポ
リ
タ
の
背
中
に
羽
根
を
生
え
さ
せ
、
二
人
共
蝶
の
よ
う
に
天
高
く
上
り
、

空
中
で
キ
ス
を
す
る
。
他
方
、
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
の
夫
オ
ー
ベ
ロ
ン
は
二
人

の
様
子
を
温
か
く
見
守
る
。

三
度
目
は
、
同
じ
最
終
場
で
あ
る
。
皆
が
踊
り
続
け
る
中
、
職
人
の

一
人
で
あ
り
、
劇
中
劇
で
シ
ス
ビ
ー
を
演
じ
た
若
い
男
性
フ
ル
ー
ト
と

シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
側
近
の
若
い
男
性
が
、
妖
精
の
魔
法
に
よ
り
互
い
に

恋
に
落
ち
、
仲
睦
ま
じ
く
踊
る
。
原
作
で
は
、
第
一
幕
二
場
の
劇
中
劇
の

稽
古
の
場
面
で
、
フ
ル
ー
ト
が
シ
ス
ビ
ー
の
役
を
割
り
当
て
ら
れ
、「
い

や
、
女
形
は
か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
（N

ay, faith
, let n

o
t m

e p
lay a 

w
o
m

an

）」（1. 2. 43

）
と
拒
否
す
る
が
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
で
は
こ
の

台
詞
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
フ
ル
ー
ト
は
こ
の
シ
ス
ビ
ー
役
を
拒
否
す
る

所
か
、
女
性
の
声
で
早
速
に
演
じ
て
見
せ
、
女
性
役
を
演
じ
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
よ
う
で
あ
る
5
。
最
終
場
で
フ
ル
ー
ト
は
、
シ
ー
シ
ュ
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ー
ス
の
側
近
の
男
性
と
恋
に
落
ち
カ
ッ
プ
ル
に
な
る
が
、
元
々
フ
ル
ー
ト

に
は
女
性
的
な
部
分
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

同
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
自

身
が
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
お
り
、
過
去
に
『
ク
ィ
ア
・
ア
ズ
・

フ
ォ
ー
ク
（Q

u
eer as Fo

lk

）』（
一
九
九
九
）
と
い
う
男
性
同
士
の
同
性

愛
を
描
い
た
ド
ラ
マ
を
手
掛
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し

た
同
性
愛
の
描
写
は
批
評
家
の
注
目
を
集
め
、
特
に
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
と
ヒ

ポ
リ
タ
の
キ
ス
シ
ー
ン
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
は

Ｂ
Ｂ
Ｃ 

Ｏ
ｎ
ｅ
と
い
う
日
本
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
あ
た
る
番
組
で
放
送
さ
れ
、

そ
の
対
象
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

記
事
で
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
『
夏
の
夜
の
夢
』
に
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
キ
ス
を
加
え

る
」
な
ど
と
書
き
立
て
ら
れ
た
（Fo

ster
）。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
自
身
は
、
最
後

の
キ
ス
シ
ー
ン
に
つ
い
て
、「
こ
の
劇
の
結
末
で
は
、
妖
精
の
女
王
タ
イ

テ
ー
ニ
ア
が
妖
精
の
王
オ
ー
ベ
ロ
ン
に
対
し
従
順
に
な
り
、
彼
は
彼
女
に

対
す
る
悪
だ
く
み
を
や
め
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
」
と
述
べ
、
彼
は
女
性

が
男
性
に
従
う
と
い
う
考
え
に
不
満
を
抱
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
そ
れ
は
非
常
に
男
性
―
女
性
、
男
性
―
女
性
で
あ
る
の
で
、
私
は
男
に

男
を
く
っ
つ
け
、
女
装
し
て
い
た
男
に
男
を
く
っ
つ
け
、
女
に
女
を
く
っ

つ
け
た
か
っ
た
ん
だ
。
だ
っ
て
二
〇
一
六
年
だ
よ
。
そ
れ
が
今
の
世
の
中

な
ん
だ
か
ら
」
と
続
け
、
さ
ら
に
「
私
は
子
供
た
ち
に
こ
れ
を
見
て
欲
し

か
っ
た
ん
だ
。
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
真
っ
た
だ
中
に
現
実
世
界
を
見
て

欲
し
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
主
張
す
る
（D

o
w

lin
g

）。
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
、

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
こ
の
作
品
を
、
性
に
対
し
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
現
代
人

の
視
点
か
ら
書
き
換
え
、
意
図
的
に
同
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
を
誕
生
さ
せ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

二　

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
と
大
衆
文
化

上
記
で
論
じ
て
き
た
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
死
や
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
と
ヒ
ポ
リ

タ
を
始
め
と
す
る
同
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
は
、
原
作
に
は
な
く
、

他
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
一
線
を
画
す
特
異
な
点
で
あ
る
。『
夏

の
夜
の
夢
』
の
編
者
チ
ョ
ー
ズ
リ
は
、
本
作
を
「
方
向
性
を
失
っ
て
い
る

翻
案
作
品
（d

iso
rien

tin
g ad

ap
tatio

n

）」
と
称
し
、「
シ
ー
シ
ュ
ー
ス

が
死
に
、
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
と
ヒ
ポ
リ
タ
が
出
会
っ
て
キ
ス
を
し
、
デ
ィ
ミ

ー
ト
リ
ア
ス
と
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
が
一
時
恋
に
落
ち
る
」
と
一
言
で
内
容
を

ま
と
め
る（39

）。
同
様
に
、
ド
ブ
ソ
ン
も
、
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
死
に
対

し
て
難
色
を
示
し
、「
伝
統
的
な
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
視
聴
者
は
言
葉
を

変
え
な
い
限
り
は
気
に
し
な
い
。
そ
の
点
で
、
彼
﹇
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
﹈
は
タ

ブ
ー
を
犯
し
た
。
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
を
殺
す
の
は
極
め
て
革
新
的
だ
。
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
で
登
場
人
物
が
死
ぬ
の
は
普
通
で
は
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
（Fo

ster

）。「
伝
統
的
な
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
視
聴
者
」
が
具
体

的
に
誰
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ド
ブ
ソ
ン
の
よ
う
な
学
者
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
ブ
ロ
コ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の

ド
ラ
マ
は
一
般
的
に
受
け
が
良
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
で
は
人
は
死
な
ず
、
悲
劇
で
は
人
が
死
ぬ
と
い
う
の
が

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
言
う
「
作
者
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の
死
」
に
従
え
ば
、
読
者
の
解
釈
は
自
由
な
の
で
は
な
い
か
。
テ
イ
ト
の

ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
『
リ
ア
王
』
と
い
う
先
例
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
悲
劇
を
喜
劇
に
、
喜
劇
を
悲
劇
に
と
、
ジ
ャ
ン
ル
を
自
由
に
書
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ド
ブ
ソ
ン
は
、
先
に
引
用
し
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
考
え
に
対
し
、

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
は
夢
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
は
な
い
。
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
を
書
き
た
い
な
ら
、
自
身
の
劇
を

書
い
た
方
が
良
い
」
と
述
べ
、
子
供
た
ち
に
現
実
の
世
界
の
姿
を
見
せ
た

い
と
言
っ
て
作
品
を
書
き
換
え
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、

「
こ
れ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
耽
る
劇
で
あ
る
が
、
ラ
ッ
セ
ル
・
Ｔ
・
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
な
く
、
自
身
の
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
に
耽
り
た
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
」
と
指
摘
し
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス

が
、
同
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
と
い
う
自
ら
の
夢
を
作
品
に
託
し
た

と
解
釈
し
、
彼
を
非
難
す
る
。
さ
ら
に
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
の
死
を
「
少
し
行

き
過
ぎ
の
よ
う
だ
」
と
言
い
、
彼
の
死
の
お
蔭
で
、
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
と
ヒ

ポ
リ
タ
が
結
ば
れ
宙
に
浮
い
て
キ
ス
を
す
る
が
、
こ
れ
は
ア
ダ
プ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
超
え
過
ぎ
て
い
る
と
批
判
し
、
最
後
に
、「
こ
の
劇
に
は
た
く
さ

ん
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
が
視
聴
者
が
見
る
『
夏

の
夜
の
夢
』
で
は
な
い
こ
と
に
感
謝
し
て
良
い
だ
ろ
う
」
と
痛
烈
な
皮
肉

を
述
べ
る
（C

reigh
to

n

）。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
批
評
に
お
い
て
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
し

ば
し
ば
論
じ
ら
れ
、
特
に
「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
ー
（au

th
en

ticity

）」

が
議
論
の
的
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
意
図
し
た

通
り
の
舞
台
上
演
の
再
現
を
権
威
あ
る
上
演
と
見
な
す
か
否
か
と
い
う
議

論
で
あ
る
。
Ｗ
・
Ｂ
・
ワ
ー
セ
ン
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
意
図
し
た
で
あ

ろ
う
上
演
の
再
現
を
追
究
す
る
人
々
を
、「
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
『
作
者

の
死
』
に
も
拘
ら
ず
、
少
な
く
と
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
片
隅
で
は
、

未
だ
に
作
者
は
生
き
て
い
る
」
と
非
難
す
る（12

）。

し
か
し
、
舞
台
上
演
を
目
的
と
す
る
演
劇
に
お
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・

ヴ
ァ
イ
マ
ン
が
指
摘
す
る
通
り
、
元
来
、
テ
ク
ス
ト
と
上
演
の
関
係
性
は

流
動
的
で
あ
り
、
役
者
が
テ
ク
ス
ト
を
自
由
に
変
え
、
笑
い
を
と
っ
た
り

し
た
（68–69

）。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
オ
ー
ゲ
ル
も
、
役
者
の
即
興
は
エ

リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
の
特
徴
で
あ
り
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
道
化
役
者
を
批
判
す

る
よ
う
に
、
即
興
は
舞
台
上
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
と
言
う
（8–9

）。
現

代
の
上
演
に
関
し
て
も
こ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
り
、
監
督
の
意
図
に
よ
り
、

政
治
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
、
ト
ピ
カ
ル
な
話
題
や
冗
談
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
り
、
時
に
は
観
客
を
巻
き
込
み
、
舞
台
に
出
演
さ
せ
た
り
と
、「
演

出
」
に
よ
り
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
生
身
の
人
間
が

演
じ
る
も
の
な
の
で
、
そ
の
日
の
役
者
の
体
調
や
劇
場
の
雰
囲
気
に
よ
っ

て
、
演
出
は
変
わ
っ
て
く
る
。
従
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
当
時
か
ら
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
意
図
し
た
通
り
の
「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
上
演
」
と

い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
全
て
の
舞
台
・
映
像
作
品

は
「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ス
ク
リ
ン
と
フ

ォ
ー
テ
ィ
ア
ー
が
、「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
始
ま
り
や
終
わ
り
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
過
程
を
示
唆
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
作
品
は
全
て
、

現
在
進
行
中
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
、
製
造
過
程
に
あ
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る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
は
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
常
に
作
ら
れ
続
け
る
の
で
あ
る
（3

）。

ド
ブ
ソ
ン
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、『
夏
の
夜
の
夢
』
の
原
作

に
は
元
々
男
性
同
士
の
同
性
愛
と
い
う
要
素
が
あ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
そ

う
し
た
要
素
を
現
代
風
に
解
釈
し
、
男
性
同
士
の
愛
の
み
な
ら
ず
、
女
性

同
士
へ
の
愛
へ
と
拡
大
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。
原
作

で
は
、
妖
精
の
王
オ
ー
ベ
ロ
ン
と
女
王
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
が
、
イ
ン
ド
の
少

年
の
所
有
を
巡
っ
て
夫
婦
喧
嘩
を
し
、
つ
ま
り
、
男
性
と
女
性
が
男
性
を

取
り
合
う
と
い
う
三
角
関
係
に
な
り
、
そ
れ
が
元
で
オ
ー
ベ
ロ
ン
は
タ
イ

テ
ー
ニ
ア
を
惚
れ
薬
を
使
っ
て
懲
ら
し
め
よ
う
と
す
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の

作
品
で
は
イ
ン
ド
の
少
年
の
下
り
は
削
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
喧
嘩
の
理

由
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
オ
ー
ベ
ロ
ン
に
は
フ
ィ
リ
ダ
と
い
う
愛
人
が
、
タ

イ
テ
ー
ニ
ア
に
は
ヒ
ポ
リ
タ
と
い
う
愛
人
が
い
る
こ
と
で
口
論
と
な
る
。

（
原
作
で
は
ヒ
ポ
リ
タ
は
オ
ー
ベ
ロ
ン
の
愛
人
で
あ
る
。）
奇
し
く
も
同
年

二
〇
一
六
年
に
、
グ
ロ
ー
ブ
座
で
上
演
さ
れ
た
エ
マ
・
ラ
イ
ス
演
出
の

『
夏
の
夜
の
夢
』
で
は
、「
ヘ
レ
ナ
」
が
「
ヘ
レ
ナ
ス
」
と
い
う
男
性
登
場
人

物
に
変
え
ら
れ
、
男
優
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
、
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
は
最

初
は
、
ハ
ー
ミ
ア
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
が
、
惚
れ
薬
に
よ
り
、
最
後
に

は
ヘ
レ
ナ
ス
と
結
ば
れ
、
男
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る（B

ro
k
aw

 

150-51

）。
こ
の
演
出
は
、
現
代
の
多
様
な
価
値
観
の
反
映
と
推
察
さ
れ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
同
性
愛
的
な
ト
ー
ン
は
、
そ
も
そ
も
原
作
に
潜
在
的

に
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
自

身
の
発
案
と
考
え
ら
れ
る
が
（
上
記
グ
ロ
ー
ブ
座
の
舞
台
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
放

映
よ
り
後
に
上
演
さ
れ
た
の
で
）、
も
し
か
す
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の
映

画
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
僕
の
夢
』
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
作
品
は
、
東
京
国
際
ゲ
イ
＆
レ
ズ
ビ
ア
ン
映
画
祭
二
〇
〇
八
で
上
映
さ

れ
、
監
督
の
ト
ム
・
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
は
ゲ
イ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
性
愛

に
対
す
る
偏
見
の
あ
る
人
が
多
く
住
む
ア
メ
リ
カ
の
小
さ
な
田
舎
町
を
舞

台
に
、
ゲ
イ
の
主
人
公
テ
ィ
モ
シ
ー
を
含
む
男
子
高
校
生
た
ち
が
『
夏
の

夜
の
夢
』
を
上
演
す
る
と
い
う
物
語
だ
が
、
そ
の
中
で
パ
ッ
ク
を
演
じ
る

い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
テ
ィ
モ
シ
ー
は
、
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
を
演
じ
る
ラ

グ
ビ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
に
恋
を
す
る
。
あ
る
日
テ
ィ
モ

シ
ー
が
偶
然
見
つ
け
た
レ
シ
ピ
を
基
に
恋
の
媚
薬
を
作
り
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン

を
始
め
、
同
性
愛
に
難
色
を
示
す
町
中
の
人
々
に
媚
薬
を
つ
け
る
と
、
彼

ら
の
同
性
愛
に
対
す
る
偏
見
は
な
く
な
り
、
男
性
同
士
、
女
性
同
士
の
カ

ッ
プ
ル
が
続
々
と
誕
生
す
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
に
は
同
性
愛
カ
ッ
プ

ル
は
三
組
し
か
誕
生
せ
ず
、
同
性
愛
に
反
対
す
る
人
も
い
な
い
が
、
町
中

が
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
で
溢
れ
る
様
子
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
の
最
終
場

で
カ
ッ
プ
ル
た
ち
が
陽
気
に
踊
る
姿
を
想
起
さ
せ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
翻
案
映
画
に
は
過
去
に
、
デ
レ
ク
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
監
督
の
『
テ
ン
ペ
ス

ト
』（
一
九
七
九
） 

や
ガ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
監
督
の
『
マ
イ
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
ア
イ
ダ
ホ
』（
一
九
九
一
） 

な
ど
、
男
性
同
士
の
愛
を
描
い
た

も
の
は
あ
っ
た
が
、
女
性
同
士
の
愛
を
描
い
た
も
の
は
、
グ
ス
タ
フ
ソ
ン

の
作
品
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
以
外
の
映
画
作
品
に
お
い
て
も
、
近
年
Ｌ
Ｇ
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Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題
を
扱
う
作
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。『
ア
デ
ル
、
ブ
ル
ー

は
熱
い
恋
』（
二
〇
一
三
）、 『
リ
リ
ー
の
す
べ
て
』（
二
〇
一
五
）、『
キ
ャ

ロ
ル
』（
二
〇
一
五
）、『
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
』（
二
〇
一
六
）、『
君
の
名
前
で

僕
を
呼
ん
で
』（
二
〇
一
七
） 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
部

分
は
小
説
を
基
に
し
た
作
品
で
、
い
ず
れ
も
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
や
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
で
受
賞
し
た
り
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
り
し
、
世
界
中
で
話
題

と
な
っ
た
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
も
、
こ
の
よ
う
な
大
衆
文
化
の
ト
レ
ン

ド
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
は
ず
だ
。

本
作
品
に
込
め
ら
れ
た
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
要
素
に
つ
い
て
は
先

に
論
じ
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｓ
Ｆ
作
品
の
中
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
（
カ
ズ
ン
ズ284

）。
例
え

ば
、『
ド
ク
タ
ー
・
フ
ー
』
シ
ー
ズ
ン
三
（
二
〇
〇
七
） 
に
は
「
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
暗
号
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
俳
優

で
あ
り
ド
ク
タ
ー
を
演
じ
る
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
テ
ナ
ン
ト
が
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
時
代
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
出
会
い
、

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
謎
を
解
く
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
イ
ア
ン
・
ド
ー
ス

チ
ャ
ー
の
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』

（
二
〇
一
三
）
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
体
で
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
』
の
物
語
を
語
る
パ
ロ
デ
ィ
ー
作
品
（
戯
曲
）
が
あ
り
、
人
気
の
余
り

シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
Ｓ
Ｆ
ド
ラ
マ
シ
リ

ー
ズ
『
新
ス
タ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
』（
一
九
八
七
―
一
九
九
四
） 

の
中
で
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
俳
優
と
し
て
有
名
な
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
が
ピ

カ
ー
ド
艦
長
を
演
じ
、
物
語
の
中
で
時
折
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
台
詞
を
引

用
し
た
り
、
演
じ
て
見
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代

に
な
か
っ
た
Ｓ
Ｆ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
現
代
の
大
衆
文
化
に
お
い
て
人

気
を
博
し
、
Ｓ
Ｆ
作
品
の
中
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
的
要
素
が
取
り
込
ま
れ

た
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
中
に
Ｓ
Ｆ
的
な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
た

り
と
、
双
方
が
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
興
味

深
い
現
象
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
通
り
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
『
夏
の
夜
の
夢
』
は
、
原
作
か

ら
大
き
な
変
更
点
が
あ
る
も
の
の
、
大
衆
に
受
け
る
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
の
要
素
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
社
会
的
問
題
を
取
り
込
み
、
多
く
の
視

聴
者
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
チ
ョ

ー
ズ
リ
や
ド
ブ
ソ
ン
は
、
原
作
と
異
な
る
と
い
う
点
で
こ
の
作
品
に
否
定

的
な
見
解
を
示
す
が
、
演
劇
に
お
い
て
は
、
元
来
テ
ク
ス
ト
と
上
演
の
関

係
は
流
動
的
で
あ
り
、
舞
台
は
「
な
ま
も
の
」
で
あ
る
故
に
、
舞
台
に
せ

よ
、
映
画
や
ド
ラ
マ
に
せ
よ
、
テ
ク
ス
ト
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

時
代
の
観
客
の
需
要
に
応
じ
て
内
容
を
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
を
酷
評
す
る
ド
ブ
ソ
ン
は
、『
夏

の
夜
の
夢
』
に
は
多
く
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
救
い
と
し
て

い
る
が
、
原
作
に
忠
実
な
も
の
か
ら
、
大
胆
に
書
き
換
え
た
も
の
ま
で
、

様
々
な
作
品
が
あ
る
中
、
没
後
四
〇
〇
年
記
念
と
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
を
起
用
し
、
こ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
こ
と
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
受
容
史
に
お
い
て
非
常
に
意
義
が

あ
る
。
こ
の
企
画
は
、
謂
わ
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
自
分
た
ち
の
も
の
と

し
て
考
え
て
き
た
学
者
た
ち
へ
の
挑
戦
な
の
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
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ア
の
『
コ
リ
オ
レ
ー
ナ
ス
』
の
中
で
、
都
市
国
家
ロ
ー
マ
の
所
有
を
巡
り
、

少
数
の
貴
族
と
民
衆
が
対
立
す
る
場
が
あ
り
、
民
衆
は
「
民
衆
が
ロ
ー
マ

な
の
だ 
（T

h
e p

eo
p
le are th

e city

）」（3. 1. 201

） 

と
叫
ぶ
が
、
同
様

に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
一
部
の
知
識
人
の
所
有
物
で
は
な
く
、
民
衆
に

属
す
る
と
言
え
よ
う
6
。　

三　

お
茶
の
間
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア	

　
　
　
　
　

―
―
崇
拝
の
対
象
か
ら
身
近
な
存
在
へ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
没
後
四
〇
〇
年
を
迎
え
た
二
〇
一
六
年
に
は
、
世
界

各
地
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
纏
わ
る
様
々
な
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

が
、
特
に
本
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
王
立
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
（R

o
yal 

Sh
ak

esp
eare C

o
m

p
an

y

、
以
下
Ｒ
Ｓ
Ｃ
と
略
す
）
や
他
の
劇
団
に
よ

る
数
多
く
の
公
演
の
他
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
衣
装
を
纏
っ
て
練
り

歩
く
パ
レ
ー
ド
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
関
す
る
展
示
な
ど
、
様
々
な
催
し

が
各
地
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
誕
生
日
で
あ
り
命
日

で
も
あ
る
四
月
二
十
三
日
の
夜
に
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
Ｒ
Ｓ
Ｃ
と
提
携
し
、
Ｒ

Ｓ
Ｃ
の
拠
点
、
王
立
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
場
か
ら
、
俳
優
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
テ
ナ
ン
ト
と
女
優
キ
ャ
サ
リ
ン
・
テ
イ
ト
の
司
会
に
よ
る
『
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
・
ラ
イ
ヴ
！　

Ｒ
Ｓ
Ｃ
か
ら
』
と
い
う
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
・
シ

ョ
ー
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

Ｔ
ｗ
ｏ
で
生
放
送
し
、
翌
年
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
。『
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ラ
イ
ヴ
！
』
で
は
テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
朗
読
、

そ
の
他
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
題
材
と
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
、

バ
レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
と
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
な
さ
れ
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
・
カ
ン
バ
ー
バ
ッ
チ
、
ジ
ュ
デ
ィ
・
デ
ン
チ
、
ヘ
レ
ン
・
ミ
レ
ン
、
イ

ア
ン
・
マ
ッ
ケ
ラ
ン
な
ど
イ
ギ
リ
ス
が
誇
る
名
優
た
ち
が
登
場
し
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
ス
キ
ッ
ト
を
演
じ
た
が
、
こ
れ
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太

子
や
オ
バ
マ
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
も
加
わ
り
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
誕
生
日
や
命
日
を
祝
う
祭
典
は
今
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
、
十
八
世
紀
に
活
躍
し
た
俳
優
で
劇

場
経
営
者
で
あ
り
、
劇
作
家
で
制
作
者
で
も
あ
っ
た
ギ
ャ
リ
ッ
ク
が
、
一

七
六
九
年
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
誕
二
〇
〇
年
を
祝
う
た
め
、「
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
」
と
い
う
お
祭
り
を
企
画
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
企
画
の
本
来
の
目
的
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
没
地
で
あ
る
ス
ト

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
タ
ウ

ン
・
ホ
ー
ル
を
祝
う
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
誕

二
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
一
七
六
四
年
か
ら
は
五
年
遅
れ
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
タ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
に
は
ギ
ャ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
銅
像
が
寄
付
さ
れ
た
。
ギ
ャ
リ
ッ
ク
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ジ
ュ
ビ

リ
ー
に
お
い
て
、
舞
台
上
演
や
詩
の
朗
読
な
ど
を
含
む
三
日
間
の
イ
ヴ
ェ

ン
ト
を
企
画
し
た
が
、
二
日
目
以
降
は
大
雨
の
た
め
に
パ
レ
ー
ド
や
花
火

の
打
ち
上
げ
は
で
き
ず
、
彼
に
と
っ
て
は
散
々
な
結
果
と
な
っ
た
。
だ
が
、

こ
の
企
画
の
お
陰
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
国
民
的
詩
人
と
な
り
、
ス
ト

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
も
有
名
に
な
っ
た
（D

o
b
so

n
 185-222; Y

o
u
n
g 78-

85
）。シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
崇
拝
す
る
動
き
は
、
ギ
ャ
リ
ッ
ク
の
ジ
ュ
ビ
リ
ー
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以
降
益
々
高
ま
り
、
生
誕
三
〇
〇
年
に
当
た
る
一
八
六
四
年
に
は
、
ギ
ャ

リ
ッ
ク
の
時
よ
り
も
大
規
模
な
催
し
が
行
わ
れ
た
（C

u
n
n
in

gh
am

 57-

78; Y
o
u
n
g 87-94

）。
一
九
〇
一
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
が
、「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
崇
拝
」
を
示
す“B

ard
o
latry”

と
い
う

造
語
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
あ
だ
名
「
エ
イ

ヴ
ォ
ン
の
詩
人
（th

e B
ard

 o
f A

vo
n

）
の
「
詩
人
（B

ard

）」
と
「
崇
拝

（id
o
latry

）」
を
合
体
さ
せ
て
で
き
た
語
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
監
督
・
主
演
の
『
ヘ
ン
リ
ー

五
世
』（
一
九
四
四
）
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
映
画
と
し
て
上
映
さ
れ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
政
治
目
的
に
利
用

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
長
い
こ
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
で
国
民
的
詩
人
と

し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
衆

文
化
の
中
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
人
物
像
や
そ
の
作
品
が
パ
ロ
デ
ィ
ー

化
さ
れ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
「
崇
拝
」
と
い
う
よ
り
は
「
笑
い
」
の
対
象

と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
お
け
る
「
正キ
ャ
ノ
ン典

」
と
い
う
位
置
か
ら
、
映
画

や
テ
レ
ビ
、
漫
画
や
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
「
大
衆
文
化
」
の
中
に
取
り
込
ま

れ
、
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
か

け
、
テ
レ
ビ
が
急
激
に
普
及
し
、
ラ
ジ
オ
に
代
わ
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た

が
、
テ
レ
ビ
は
映
画
と
同
様
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
大
衆
に
広
め
、
彼

ら
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る

（M
ed

h
u
rst et al. 123

）。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
ベ
ビ
ー
・
ブ

ー
マ
ー
を
中
心
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
代
表
さ
れ
る
音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
流
行
な
ど
、
所
謂
「
若
者
文
化
」
が
興
隆
し
た
が
、
若

者
文
化
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
大
衆
化
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
一
九
六
四
年
五
月
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生

誕
四
〇
〇
年
を
記
念
し
、『
夏
の
夜
の
夢
』
の
劇
中
劇
『
ピ
ラ
マ
ス
と
シ
ス

ビ
ー
』
を
演
じ
た
が
、
こ
の
寸
劇
は
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
同
年

十
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
放
映
さ
れ
た
。

他
方
、
舞
台
で
は
一
九
六
五
年
に
、
Ｒ
Ｓ
Ｃ
の
創
設
者
で
演
出
家
の
ピ

ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
が
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
演
出
し
、
当
時
二
十
四
歳
の
デ

ィ
ビ
ッ
ド
・
ワ
ー
ナ
ー
が
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
、
現
代
服
に
身
を
包
ん
だ
等

身
大
の
若
者
と
し
て
演
じ
、
若
い
観
客
層
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。

ま
た
、
一
九
六
六
年
に
は
、
当
時
二
十
九
歳
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ

ー
の
歴
代
最
年
少
監
督
を
務
め
て
い
た
ト
ム
・
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
の
脚
本
・

演
出
に
よ
る
『
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
と
ギ
ル
デ
ス
タ
ー
ン
は
死
ん
だ
』
が
、

エ
ジ
ン
バ
ラ
・
フ
リ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
で
上
演
さ
れ
た
。『
ロ

ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
と
ギ
ル
デ
ス
タ
ー
ン
は
死
ん
だ
』
は
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

の
脇
役
た
ち
を
主
役
に
し
た
ス
ピ
ン
・
オ
フ
或
い
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
作
品
で

あ
り
、
脇
役
の
目
線
か
ら
物
語
が
進
行
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
作
品
は

一
九
九
〇
年
に
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
自
身
の
監
督
と
脚
本
に
よ
り
、
映
画
化
さ

れ
た
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
は
、
一
九
九
九
年
に
映
画
『
恋
に
お
ち
た
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
の
脚
本
を
手
掛
け
、
こ
の
作
品
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に

お
い
て
、
作
品
賞
な
ど
計
七
部
門
で
賞
を
獲
得
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
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身
近
な
人
物
と
し
て
世
界
に
広
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
本
作
品
に
は
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
始
め
、
ト
マ
ス
・
キ
ッ
ド
や
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ

ー
ロ
ウ
な
ど
当
時
実
在
し
た
作
家
が
登
場
す
る
一
方
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
と

い
う
『
十
二
夜
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
名
が
架
空
の
人
物
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
劇
中
で
、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
海
賊
の
娘
エ

セ
ル
』
や
『
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
一
紳
士
』
な
ど
、
実
在
す
る
作
品
の
タ
イ
ト

ル
を
も
じ
っ
た
作
品
を
書
い
た
り
と
、
史
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
混
ざ
っ

た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。『
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
と
ギ
ル
デ
ス
タ
ー
ン
は

死
ん
だ
』
で
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
登
場
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
が
主
人
公
と
し
て
登
場
し
、
劇
を
書
い
た
り
、
恋
に
落
ち
た
り

と
、
波
乱
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
。
こ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
は
、『
も

う
ひ
と
り
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
と
い
う
映
画
が
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
い
た
と
い
う
設
定
の
話
で

あ
る
。
そ
の
中
で
俳
優
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
真
の
作
者
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
伯
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
観
客
の
前
に
登
場
し
、
劇
作
家
の
ふ
り
を

す
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
映
画
の
中
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
」
と
し
て
時
に
史
実
の
範
疇
を
超
え
創
作
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
ご

く
最
近
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
制
作
の
ド
ラ
マ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
創
作
性
の
度
が
進

み
、
も
は
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
人
物
像
が
一
人
歩
き
を
し
、
そ
の
結
果
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
所
謂
「
キ
ャ
ラ
化
」
し
、
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
例
え
ば
、『
ア
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
・
ク

ロ
ウ
』（
二
〇
一
六
―
） 

と
い
う
シ
ッ
ト
・
コ
ム
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
一
家
が
登
場
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
に
纏
わ
る
冗
談
な
ど
を
言

い
合
う
が
、
二
〇
一
九
年
一
月
現
在
、
シ
ー
ズ
ン
三
ま
で
続
く
程
人
気

を
博
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
＆
ハ
サ
ウ
ェ
イ
の
事
件

簿
』（
二
〇
一
八
―
）
で
は
、
主
人
公
の
ハ
サ
ウ
ェ
イ
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
妻
の
名
字
）
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
探
偵
を
中
心
に
、
セ
バ
ス
チ

ャ
ン
や
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
た
人
物
が
登
場
し
た
り
、
ダ
ン
カ
ン

と
い
う
人
物
が
殺
さ
れ
る
な
ど
、
所
々
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
想
起

さ
せ
る
推
理
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

『
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
扱
う
二
次
創
作
の
金
字
塔
で
あ
り
、
こ
の
作
品

を
き
っ
か
け
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
身
近
な
存
在
と
し
て
、
大
衆
文
化

に
浸
透
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
動
き
は
現
在
も
尚
続
い

て
お
り
、
二
〇
一
九
年
二
月
に
は
ブ
ラ
ナ
ー
監
督
・
主
演
に
よ
る
『
オ
ー

ル
・
イ
ズ
・
ト
ゥ
ル
ー
（A

ll IS T
ru

e

）』
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

晩
年
を
描
い
た
映
画
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
公
開
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
『
夏
の
夜
の
夢
』
に
お
い
て
原
作
を
大
胆
に
脚
色
し
、

最
近
の
大
衆
に
受
け
る
よ
う
な
作
品
を
書
い
た
の
は
、
人
々
に
と
っ
て
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
、
崇
拝
の
対
象
か
ら
身
近
な
存
在
と
し
て
受
容
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
考
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
や
ド
ー

ス
チ
ャ
ー
な
ど
の
先
例
が
あ
っ
た
た
め
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
原
作
を
変
え
る
こ
と
を
冒
涜
的
行
為
と
は
考
え
ず
、
視
聴
者
を

楽
し
ま
せ
る
た
め
に
、
気
軽
に
大
胆
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
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い
か
。
こ
れ
ま
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
崇
拝
し
て
来
た
人
々
に
と
っ
て
は
、

こ
う
し
た
傾
向
に
眉
を
顰
め
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、

元
は
俳
優
で
あ
り
、
大
学
も
出
て
お
ら
ず
、
金
儲
け
の
た
め
に
大
衆
が
喜

ぶ
よ
う
な
芝
居
を
書
い
て
い
た
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
が
二
〇
一
六
年
に
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
ス
ピ
ー
チ
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、

執
筆
を
す
る
際
に
、
資
金
や
小
道
具
の
準
備
な
ど
実
務
的
な
面
の
心
配
を

し
、
文
学
を
書
い
て
い
る
と
い
う
意
識
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
大
衆
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
対
す
る
冒
涜
で
は
な
く
、
た
だ
原
点
に
戻
っ
た
に
過
ぎ

な
い
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
者
の
中
に
は
、
ド
ブ
ソ
ン
の
よ
う
に
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
を
あ
た
か
も
知
識
人
の
所
有
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
い
、
デ

ィ
ヴ
ィ
ス
の
作
品
の
よ
う
な
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
軽
視
す
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
が
、
民
衆
が
い
て
こ
そ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
で
あ
ろ
う
が
、
ギ
ャ
リ
ッ
ク
や
テ
イ
ト
の
時
代
で

あ
ろ
う
が
、
現
代
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
で
あ
る
。
誰
も
が
好
き
な
形
で
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
楽
し
む
権
利
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
作
品
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
形
を
変
え
な
が
ら
生
き
続
け
て
き
た

の
で
あ
る
。

結
び本

稿
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
二
〇
一
六
年
の
ド
ラ
マ
『
夏
の
夜
の
夢
』
を
、

原
作
か
ら
の
変
更
点
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス

は
、「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
、
あ
る
特
定
の
歴
史
的
瞬
間
或
い
は
社
会
的

要
求
に
適
合
さ
せ
」
よ
う
と
し
て
、
大
衆
の
興
味
を
引
く
Ｓ
Ｆ
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
い
っ
た
要
素
を
取
り
入
れ
た
一
方
で
、
Ｓ
Ｆ
ド

ラ
マ
な
ど
の
大
衆
文
化
も
ま
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
影
響
を
受
け
て
お

り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
と
大
衆
文
化
の
双
方
が
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ

ュ
ア
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
は
神
格
化

さ
れ
崇
拝
さ
れ
て
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
、
最
近
で
は
映
画
や
テ
レ
ビ

な
ど
の
大
衆
文
化
を
通
し
て
、
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
来

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
大
胆

な
脚
色
が
書
け
た
と
結
論
付
け
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、『
ア
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
・

ク
ロ
ウ
』
な
ど
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
に
纏
わ
る
二
次
創
作
も
含
め
、
今

後
も
大
衆
文
化
に
影
響
を
与
え
、
且
つ
、
大
衆
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
な

が
ら
、
そ
の
時
代
の
観
客
の
要
求
に
応
じ
て
作
り
続
け
ら
れ
る
と
予
測
さ

れ
る
。
フ
ィ
ス
ク
リ
ン
と
フ
ォ
ー
テ
ィ
ア
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
終
わ
り
が
な
く
、
常
に
製
造
さ

れ
続
け
る
の
で
あ
る
。

註1 
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
映
画
作
品
に
つ
い
て
は
、H

in
d
le

とJack
so

n

を
参
照
。
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2 

ジ
ュ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
ズ
が
イ
ー
サ
ン
・
ホ
ー
ク
、
ヒ
ー
ス
・
レ
ジ

ャ
ー
、
ジ
ョ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
共
演
し
た『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、『
恋

の
か
ら
騒
ぎ
』、『
オ
ー
』
に
つ
い
て
はD

eitch
m

an
 478-93

を
参
照
。

3 
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
僕
の
夢
』
は
日
本
で
上
映
さ
れ
た
時
の
邦
題
だ

が
、
二
〇
一
九
年
一
月
現
在
日
本
語
字
幕
付
き
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
発
売
さ
れ

て
い
な
い
。

4 

こ
の
作
品
の
日
本
語
字
幕
付
き
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
真
夏
の
夜

の
夢
』で
あ
る
。A

 M
id

su
m

m
er N

igh
t’s D

rea
m

は
、
か
つ
て
は『
真

夏
の
夜
の
夢
』
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、“M

id
su

m
m

er”

は

「
夏
至
」
を
指
し
、「
真
夏
」
と
言
う
と
「
盛
夏
」
を
連
想
す
る
人
が
多
い

こ
と
か
ら
、
現
在
は
『
夏
の
夜
の
夢
』
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

本
論
で
は
全
て
『
夏
の
夜
の
夢
』
に
統
一
す
る
。

5 

テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
チ
ョ
ー
ズ
リ
編
ア
ー
デ
ン
版
に
よ
り
、
訳
は
小

田
島
雄
志
訳
に
よ
る
。

6 

テ
ク
ス
ト
の
引
用
はR

. B
. P

ark
er

編
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
に
よ
り
、

訳
は
小
田
島
訳
に
よ
る
。
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